
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 2月の春闘にて、内部留保を活用して下請単価の 

改善をトヨタに求める日本共産党豊田・みよし市議団。 

真ん中は、もとむら伸子衆院議員 
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ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

２
０
１
７
年
度
の
大
企
業
の
内
部
留
保
（
連

結
）
は
前
年
度
比
で
額
・
率
と
も
に
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
始
ま
っ
て
以
来
、
も
っ
と
も
大
き
く
増

え
ま
し
た
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
集
計
で
分
か
り

ま
し
た
。 

 

集
計
の
対
象
は
、
①
１
７
年
度
に
内
部
留
保

が
５
０
０
億
円
以
上
あ
る
企
業
、
②
１
２
年
度

以
降
６
期
分
の
比
較
が
可
能
な
企
業
、
③
他
の

集
計
対
象
企
業
の
連
結
子
会
社
で
は
な
い
企
業

―
―
と
い
う
３
条
件
を
満
た
す
約
９
０
０
社
で

す
。 こ

の
９
０
０
社
に
つ
い
て
１
７
年
度
の
内
部

留
保
を
合
計
す
る
と
３
９
９
兆
１
０
０
０
億
円 

で
、
１
６
年
度
に
比
べ
２
９
・
７

兆
円
（
８
・
０
％
）
増
え
ま
し
た
。 

 

第
２
次
安
倍
政
権
が
発
足
し
た

１
２
年
１
２
月
以
降
、
毎
年
の
決

算
期
で
大
企
業
は
内
部
留
保
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。
１
７
年
度
の

増
加
額
、
率
は
そ
の
中
で
も
最
大

の
も
の
で
す
。 

 

内
部
留
保
が
増
加
し
て
い
る
要

因
の
一
つ
が
、
安
倍
政
権
が
す
す

め
て
き
た
大
企
業
減
税
で
す
。
企

業
が
負
担
す
る
法
人
税
の
税
率
を

下
げ
て
き
た
ほ
か
、
研
究
開
発
減

税
や
設
備
投
資
減
税
、「
賃
上
げ
」

減
税
な
ど
も
拡
充
し
て
き
ま
し

た
。
安
倍
政
権
発
足
後
に
加
速
し

た
円
安
に
よ
る
収
益
増
も
内
部
留

保
を
増
や
す
要
因
と
な
り
ま
し

た
。 

１
７
年
度
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ

ン
プ
減
税
の
影
響
も
重
な
り
、
内

部
留
保
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
り

ま
し
た
。 

１
７
年
度
に
内
部
留
保
が
最
多

だ
っ
た
の
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
で

す
。
初
め
て
２
０
兆
円
の
大
台
を

超
え
る
２
０
兆
８
９
２
１
億
円
で

し
た
。
同
社
は
前
年
度
よ
り
内
部

留
保
を
１
兆
９
０
２
０
億
円
も
増

や
し
ま
し
た
。 

以
下
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
の
１
１
兆
７

４
８
９
億
円
（
前
年
度
比
５
０
９ 

 

 

 

８
億
円
増
）、
日
本
郵
政
の
１
１
兆

７
４
２
億
円
（
同
４
７
２
５
億
円

増
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
１
０
兆
８
３
９
２

億
円
（
同
６
４
８
６
億
円
増
）、
本

田
技
研
の
８
兆
７
１
３
５
億
円

（
同
７
３
８
３
億
円
増
）
な
ど
が

内
部
留
保
額
の
上
位
を
占
め
ま

す
。
経
団
連
会
長
の
中
西
宏
明
氏

が
会
長
を
務
め
る
日
立
製
作
所
は

前
年
度
か
ら
２
５
０
５
億
円
増
の

３
兆
２
５
６
４
億
円
で
し
た
。 

 

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
刊
紙
６
月

１
９
日
付
か
ら
引
用
） 

 

連結内部留保とは――親会社と連結決算の対象となる連結

子会社の内部留保を合わせたものです。内部留保の算出にあ

たっては、各社の決算資料から連結利益剰余金、連結資本剰

余金、連結負債性引当金を合計しました。単体データを集計

した財務省「法人企業統計」とは違い、海外にある連結子会

社にためこまれた内部留保も合計されます。 



受
け
ら
れ
、
定
期
巡
回
と
随
時
の

対
応
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
を
提
起
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
急
に
長
時
間
の
残
業

に
な
っ
た
。
親
を
宿
泊
さ
せ
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
介
護
を
し
て
い
る

方
の
切
実
な
相
談
を
も
と
に
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
予
約
が
い
っ

ぱ
い
で
な
か
な
か
入
れ
な
い
場
合

の
対
応
施
設
の
拡
充
を
提
案
し
ま

し
た
。 

さ
ら
に
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
家
賃
等
助
成
制
度

に
つ
い
て
質
問
。
施
設
に
入
所
す

る
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
サ
ー
ビ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

県
道
本
地
鴛
鴨
線
の
大
林
５
丁

目
地
先
で
６
月
１
０
日
、
高
齢
者

が
自
転
車
で
転
倒
し
溝
に
落
ち
て

ケ
ガ
を
し
ま
し
た
。
（
右
写
真
） 

こ
の
事
故
が
あ
り
２
１
日
、
大

村
よ
し
の
り
市
議
と
本
多
の
ぶ
ひ

ろ
党
豊
田
市
委
員
会
事
務
局
長
は

連
名
で
、
県
豊
田
事
務
所
に
改
善

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

現
場
は
車
道
が
狭
く
歩
道
も
無

く
、
舗
装
が
か
さ
上
げ
さ
れ
溝
が

深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
フ

タ
を
す
る
か
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設

置
す
る
な
ど
の
緊
急
対
応
を
要
請

し
ま
し
た
。 

県
豊
田
事
務
所
の
担
当
者
は
、

早
急
に
調
査
を
し
て
対
応
案
を
検

討
す
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

市
は
、
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自

宅
で
介
護
や
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
の
大
村
市
議
は
、
６
月
市

議
会
の
一
般
質
問
で
、
こ
の
課
題

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

大
村
市
議
は
、
２
４
時
間
在
宅

で
介
護
や
看
護
が
密
接
な
関
係
で

ス
で
あ
る
特
養
ホ
ー
ム
と
の
比
較

で
利
用
者
負
担
額
は
、
所
得
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
２
万
円

か
ら
５
万
円
も
高
い
事
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

大
村
市
議
の
質
問
か
ら
、
他
の

自
治
体
で
は
、
名
古
屋
市
が
今
年

１
月
か
ら
月
額
上
限
２
万
円
の
家

賃
等
助
成
制
度
を
創
設
し
た
の
を

は
じ
め
、
豊
橋
市
で
も
助
成
制
度

を
つ
く
っ
た
事
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
大
村
市
議
は
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
家
賃
等
助
成

事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
後
の

検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

豊
田
の
こ
ど
も
園
を
考
え
る

会
が
６
月
２
４
日
、
日
本
福
祉
大

学
の
中
村
強
士
准
教
授
を
招
き
講

演
会
と
総
会
を
開
催
。
中
村
氏
は
、

国
の
「
保
育
の
受
け
皿
」
と
し
て

の
規
制
緩
和
策
と
、
企
業
に
よ
る

保
育
所
運
営
の
実
態
の
問
題
を
指

摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
根
本
み
は

る
市
議
は
民
間
移
管
計
画
の
内

容
、
こ
ど
も
園
の
遊
具
や
園
舎
の

老
朽
化
へ
の
対
応
の
必
要
性
、
市

内
で
も
企
業
主
導
型
保
育
施
設
が

２
０
１
８
年
度
中
に
１
４
か
所
に

増
え
る
こ
と
等
を
話
し
、
児
童
福

祉
法
に
あ
る
市
の
保
育
責
任
を
あ

ら
た
め
て
強
調
し
ま
し
た
。 

 

核兵器禁止条約が昨年７月

７日に国連で成立して１年

がたちました。日本と世界各

国がこの条約に参加する事

を求めて、日本各地でとりき

まれるピースウェーブ・アク

ションです。 

 

 

署名とともに、短冊に願いを書いてもらうコーナーも

設けます。ぜひ、ご参加ください。 

 


